
茨城県、佐賀県で高病原性鳥インフルエンザ発生！ 

 

動物用抗菌剤の販売量が最も多

い畜種はどれか？ 

①牛 

②豚 

③鶏
答えは裏面 
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都内の野生イノシシで豚熱陽性が続いています！ 

 採卵農場で、11/25に佐賀県鹿島市で今

季初(約4万羽)、11/27には茨城県笠間市

で2例目(約7万羽)となる高病原性鳥インフ

ルエンザが発生しました。また、野鳥では

北海道で10/4のカラスの事例以降、高病原

性鳥インフルエンザウイルスが各地で検出

されています(図・表参照)。別添の資料を

参考に、引き続き

①飼養衛生管理の

徹底 ②毎日の健康

観察と異状の早期

発見・早期通報を

お願いします。 

 

 

 8月に、檜原村の野生イノシシで都内10例目の豚熱（CSF）の感染が確認され

てから、都内の野生イノシシで豚熱の感染事例が続いています。特に、生きて

いるイノシシでの感染が確認されているため、ウイルスの農場への侵入リスク

が非常に高い状況が続いています。引き続き、①飼養衛生管理基準の遵守②適

切なワクチン接種③異状がみられた場合の早期通報をお願いします。 

 か  ほ  ク  イ  ズ 

都内野生イノシシ豚熱陽性事例（令和5年8月以降） 

回収場所 発見日 発見時 例数 

檜原村上元郷 令和5年8月14日 捕獲 10 

あきる野市養沢 令和5年10月13日 死亡 11 

あきる野市小中野 令和5年11月2日 死亡 12 

あきる野市小中野 令和5年11月7日 死亡 13 

あきる野市伊奈 令和5年11月13日 死亡 14 

青梅市御岳 令和5年11月8日 捕獲 15 

あきる野市菅生 令和5年11月12日 捕獲 16 

★家きん 

★野鳥 

★ 

令和5年11月27日現在 

★ 
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  抗菌剤の適正使用をお願いします！ 

クイズの答え：② 動物用抗菌剤の販売量は近年横ばいで、最も販売量の多い畜種は豚となっています。2021年の販

売量は、豚が約400トン、牛が約100トン、鶏が約80トンでした。薬剤耐性に対する国際的な動向を踏まえ、国は4月に

「薬剤耐性対策アクションプラン2023-2027」を決定し、アクションプランでは、畜産分野での抗菌剤全使用量を、2027

年までに、2020年の使用量（628トン）に対して15%の削減を目標としています。また、第2次選択薬の2027年の使用量

を、2020年の使用量以下（27トン以下）に抑えることも目標としています。 

 11月、大阪府で牛乳からスルファモノメトキシン（抗菌剤）が検出され、回収さ

れるという事例がありました。抗菌剤は要指示医薬品です。用法・用量、休薬期間

等を遵守し、獣医師の指示に従って使用してください。また、必ず使用説明書をよ

く読んでから使用してください。 

 近年、抗菌剤の効かない薬剤耐性菌の増加が世界的に問題となっています。薬剤

耐性菌の発生を防ぐため、以下を参考に、抗菌剤の適正使用してください。 

・飼養衛生管理の向上（施設内の洗浄･消毒の徹底、十分な飼養スペースの確保、適

切な栄養管理等）により、家畜を健康に保ち、抗菌剤の使用機会を減らしましょう。 

・薬剤感受性試験を行い、最初に使用する抗菌剤（第1次選択薬）は、できるだけ抗

菌スペクトルの狭いもの（主に原因菌にのみ効くもの）を選択しましょう。薬剤感

受性試験は当所でも実施できますので、病性鑑定担当にご相談ください。 

・抗菌剤を使用した場合、以下を参考に、帳簿の記載と目印の装着を行いましょう。 

※抗菌性飼料添加物は動物用医薬品には該当しませんが、薬剤耐性対策の実効性を

確保する上で、使用履歴の記録が重要です。 

・保管や廃棄に関する注意事項を遵守しましょう。 

 使用者 動物種 
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獣医師 

農林 

太郎 

乳用牛 
個体識別番号 

xxxxxxxxxx 
1頭 

エンロフ

ロキサシ

ン注100

「KS」 

静注 7.5ml 1回 R5.4.1 
R5.4.3  

9:00 
60時間 

R5.4.5 

21:00 


